














平成29年度 夏の宿泊研修 in 大津・湖南地域方面 
12 「人」
彦根市立病院　 在宅診療科主任部長









































　 大 津 市 医 師 会 在 宅 療 養 推 進 委 員 会 に
て 承 認 を 得 て、2013年 １ 月 に 産 声 を
あ げ た シ ー ト で す。 病 院 医 療 が 在 宅 療
養 へ シ フ ト し て い く 中 で、 介 護 福 祉 職
を 加 え た 多 職 種 連 携 を 推 進 し て い く た
め、介護福祉職の基本的な考え方となっ
ている国際生活機能分類（International 
Classification Functioning, Disability 















【在宅療養サポ トーチーム（Home care Support Team：hST）構想】
　2012年10月、まずは大津京駅周辺からと考え、チーム大津京というモデルチームを結成しました。そ
の後、大津には７つの地域包括支援センター（あんしん長寿相談所）があり、各々にすこやか相談所が






























































































































































































































































年　 丸 山　晃 帆
　宿泊研修には、１年次より参加させていただいております。今回は、湖南地域ということで、私自身の地元でありますが、新たな発見・学びがたくさんありました。 
   身近であるのに行ったことがなかった、びわこ学園・大津赤十字病院を訪問させていただくことができました。びわこ学園では重い障がいを持つ方々が生活をしておられ、その方々が安楽に過ごせるような工夫が随所にみられました。重い障がいを持って懸命に生きておられる姿を目の当たりにして、生きることの意味や医療福祉について深く考える機会をいただきました。大津赤十字病院では、赤十字病院が災害医療の最前線で活動しておられる姿をビデオで拝見して、災害において病院が果たす役割について知ることができました。   そして、医学の発展・教育のためにご献体していただいた方々が眠っておられる比叡山延暦寺の滋賀医科大学霊安墓地へお参りをすることができました。ご献体していた方々の崇高な思いに応えられるような医療者になるという思いをあらたにしました。 
































































































































































































































































































































































渡 田 正 二
看護部長















































































































































































































































































































































































































































個　人 年会費　2,000円 ＋ 寄附金 3,000円以上 ５，000円
団　体 年会費　５,000円 ＋ 寄附金 ５,000円以上 １0，000円
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編集後記
　8月22日・23日の猛暑の中、大津・湖南地域の夏の宿泊研修で訪問させていただきまし
た、びわこ学園医療福祉センター草津のセンター内の見学では、いたる所で介護をされてい
る方の気持ちを推し量る職員の温かさが伝わってきました。大津赤十字病院の説明・見学で
は、この病院は災害拠点病院であるという職員の意気込みを感じました。
　市内散策からは、昔から交通の要地であった大津地域の歴史と文化の足跡に触れることが
できました。
　今回も、多くの医療関係者の方々のご協力のもと、学生達に学び多い研修の場をご提供い
ただきまして有難うございました。
　今回のスポットライトでは、今回の宿泊研修でこれからの高齢化社会を取り巻く課題と、
大津市での地域連携の取り組みについてご講演いただきました、西山順博医師の在宅医療実
践について取り上げました。
　「人」シリーズでは、卒業後の自分を考える連続自主講座でお世話
になりました、彦根市立病院の切手俊弘先生のお話を取り上げました。
　学生は、県内各地を訪問し地域のみなさまとの交流を通して、多く
のことを学ばせていただいております。今後ともご支援、ご協力をお
願いいたします。
　最後に、めでるの発行が少々遅れましたことをお詫び申し上げます。 メディカルめでるちゃん
めでる誌上に､
貴病院や企業からのメッセージを載せませんか ！
ご希望の方は、滋賀医療人育成協力機構にお問い合わせください。
 
　滋賀医療人育成協力機構では、滋賀県内の各地域で働いている家庭医の仕事を体験する「家庭
医体験学習」に取り組んでいます。いままで大学病院だけでは、なかなかイメージすることので
きなかった「家庭医」という医師像を、少しでも具体化することに役立てればと願っています。
　参加対象者は、地域医療に興味のある医学生で、研修施設において1日以上、体験学習を行い
ます。詳しくは、事務局までお問い合わせください。
『家庭医体験学習』のご案内
